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半島に生息するトゲヒゲブトチビシデムシとチョウ
センヒゲブトチビシデムシの 2 種だけであった．そ
れ故，筆者は漠然と同種群は朝鮮半島経由で日本に
侵入したと考えていた．ただ，大陸からチョウセン
ヒゲブトチビシデムシが現在の日本列島に到達した
後，トゲヒゲブトチビシデムシが種分化したとする
には，チョウセンヒゲブトチビシデムシの特徴的な
雄前脛節の腹側先端の刺（図 16）の存在がネックに
なる．他のヒゲブトチビシデムシの形態を鑑みると，
同形質は明らかに派生形質だからである．無論，ト
ゲヒゲブトチビシデムシが日本列島内で種分化する
際に雄前脛節の刺を再び失った，と解釈できないこ
ともないのだが，どうにもこうにも引っかかる．

また前号（保科 , 2018）で紹介した Colon itoi 種群
の 2 種が琉球列島で発見されたことから，Colon itoi 
種群が旧北区の東の端のみに分布する種群とも言え
なくなった．筆者はたった 1 種の分布に関する新知
見から，頭の中で描いていた特定の分類群の生物地
理学的ストーリーが脆く崩れた苦い経験をしたばか
りである（保科 , 2017）．日本を取り巻く極東ロシア，
中国大陸，台湾のヒゲブトチビシデムシ相の知見が
極端に乏しい現在，ヒゲブトチビシデムシの生物地
理については当分口をつぐんでいた方が良さそうだ．
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【短報】大東諸島初記録となるヒゲブトテントウダ
マシの採集

ヒゲブトテントウダマシ Trochoideus desjardinsi 
Guérin-Méneville は，特異な太い触角を持つテント
ウムシダマシ科の甲虫で（佐々治，1985），好蟻性
昆虫としても知られている（寺山・丸山，2007）．
本種は，東アジア，東南アジア，ミクロネシア，
アフリカに分布しており，日本では琉球諸島の沖
縄諸島と先島諸島および小笠原諸島から記録され
ている（佐々治，1985）．筆者らは，これまで本種
の記録のなかった大東諸島の南大東島で（佐々治，
1985；東，1989），本種を採集しているので報告する．

1♂（図 1），沖縄県島尻郡南大東村（25°51'28"N, 
131°15'37"E），14. VIII. 2015，矢代敏久・柳元亜由
美採集．

なお，本種はこれまでアリやシロアリの巣中
か ら 得 ら れ て い る が， 通 常 は ア シ ナ ガ キ ア リ 
Anoplolepis gracilipes (Smith) の巣に見られる（寺山・
丸山，2007）．本採集個体も，シュワルツカンザイ
シロアリ Incisitermes schwarzi (Banks) の巣中から得
られたものであるが，近くにはアシナガキアリの
巣もあったことも記しておく．
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図1.南大東島産ヒゲブ
トテントウダマ
シ（スケールは1 
mm）．


